
　栃木県木材業協同組合連合会☎028-652-3687

令和元年記念イベント　もくもくまつり2019
～平成から令和へ 新時代が来てもやっぱり木が好き～

県林業木材産業課☎028-623-3275※木製品の購入について詳しくは

森林は、木材の供給だけでなく、環境保全や災害の防止など多くの面で私た
ちの暮らしに役立っています。健全な姿で次世代へ引き継ぐためには、木材
を積極的に使うことが大切です。10月は｢県産木材利用推進月間｣。これを機
に、まずは身近なところから“木づかい”を始めてみませんか。

　現在栃木県では、戦後に植栽されたスギやヒノキなどが本格的な利用時期を
迎え、資源量は年々増加していますが、その利用は十分に進んでいません。
　森林は、間伐などの適切な手入れや伐採、木材利用が進まないとその働きが
低下し、土砂災害の原因となるなど私たちの生活にも影響を及ぼします。それ
を防ぎ、元気な森林を育てていくためには｢植えて、育てて、伐って、使う｣とい
う持続的なサイクルを維持することが重要です。
　そこで県では、栃木県の森林を県民共有の財産として健全な姿で次世代へ引
き継ぐため、｢とちぎ木づかい条例(栃木県県産木材利用促進条例)｣を制定し、
オールとちぎでの積極的な“木づかい”を進めています。

　木材を使うことは、森林のためだけではなく、私たちの暮らしにもいいこと
があります。ここでは、暮らしに取り入れやすい木製品や、平成30年に事務所を
木造化した方のインタビューをご紹介します。家庭や職場で、ぜひできるところ
から始めてみてください。

木育グッズ
　子どもの時から木に親しめ
るおもちゃ。自然素材で安全
性が高いのもポイントです。
（左）カスタネット（右）積み木

ひのき六角箸
　滑りにくく、手にしっくりくる持
ちやすい六角箸。高級感ある作りで、
持ち手を美しく見せてくれます。

学習机・椅子
　ヒノキ材を使い、木目、節を生かし
た机と椅子。傷が目立ちにくく、耐久
性にも優れるため長く使えます。

酒器セット（片口・ぐい飲み）
　手に取った時や口に触れた時、温
かみを感じさせる木の酒器。ヒノキ
材を使っています。

風呂椅子・風呂おけ
　間伐材を使った風呂椅子と日光
スギのおけ。浴室が、木の心地よい
香りで包まれます。

とちぎの森林を次世代へ引き継ぐために 森林の役割と森林資源の循環

木材の良さをもっと知ってもらいたい

できるところから “木づかい”を始めよう

　皆さんの“木づかい”が、次世代へ森林を
引き継ぐ“気遣い”になります！

木の利用がもたらす効果
●木の香りはストレスを和らげ､心と体をリラックスさせてくれます
●木に含まれる成分は、消臭・抗菌効果をもたらしてくれます
●室内の内装に木を用いると湿度調節をしてくれます。また、木の床にするこ
とで、ハウスダストの原因となるダニの繁殖を抑える効果も期待できます

関根公認会計士事務所（宇都宮市）　関根則次所長

　事務所を新築するに当たり、当初は鉄骨造の予定でし
たが、予想以上にコストがかかり悩んでいました。そこ
に紹介されたのが県産材での木造化でした。結果として、
コストも工期も抑えられて満足しています。
　会計事務所の仕事は数字を追う仕事で、少し無機質なところがありま
す。しかし、木に囲まれたオフィスは温かみが感じられて、以前よりも
ずっとリラックスして仕事ができています。
　最近は相談業務が増えていることもあり、相談室を作ったのですが「木
の香りがする｣と評判も良く、お客さんも話しやすいようです。
　木材を使わないのはもったいないですね。お客さんにも、木材は建材と
してかなり可能性があるものだと、お薦めしています。

壁にサワラ、床にはヒノキを使っ
た相談室

オフィスは壁にサワラ、天井にスギ
と、木に囲まれた空間に 階段にもスギを使用

※この建物の整備には、とちぎの元気な森づくり県民税が活用されています

時間
場所

午前9時30分～午後3時30分
道の駅うつのみや ろまんちっく村

　木工教室や木製品販売のほか、チェーンソーカー
ビングショー、模擬上棟式などが行われます。
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Prefectural Newsletter of Tochigi

　 

栃木県の人口〔8月1日現在〕1,943,294人（前月比118人減）世帯数794,060世帯（前月比689世帯増） 先月号に掲載した世帯数は793,371世帯（前月比451世帯増）の誤りでした
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毎月第１日曜発行（次回は10/6発行）
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販売農家の推移

栃木県は､農業産出額が全国第9位と農業が盛んです｡しかし､担い
手の高齢化に伴う労働者不足など､多くの課題があります｡それら
を克服し､今後成長産業として進化する農業を実現するため､県
は、先端技術を活用した｢スマート農業｣を推進しています｡今回は
｢スマート農業｣について､県の取り組みをご紹介します｡

　栃木県は､平坦で広い農地や豊富な水資源など、生産条件
に恵まれ、米麦､園芸､畜産のバランスの良い生産構造とな

　本県農業の課題を克服する対策の一つとして、先端技術
を活用した農業｢スマート農業｣があります｡これは、ICTや
ロボット技術などを活用して品質の安定や収量の増加､省力
化等を実現する取り組みのことで､生産性の飛躍的な向上に
つながることが期待されています。

　温室内の環境や家畜の状態をリアルタイムで測定し､携帯端末での栽培や飼養管理を可
能にするなど､効率的な生産技術の開発に取り組んでいます。

　最新技術を紹介するフェアや先端技術を学ぶ研修会などを開催しています。

　県は、農業と他産業が連携しやすい環境を生かし、「スマート
農業とちぎ」として生産技術の開発と普及を推進しています。

スマート農業とちぎスマート農業とちぎ
への挑戦への挑戦

先進的な農業生産技術の普及

本県農業の現状

｢スマート農業とちぎ｣とは

スマート農業スマート農業➡➡

農業技術農業技術
・気候や土壌などに対応した
匠の技
・地域性を反映した、多種多様
でおいしい品目、品種の栽培
・消費者ニーズに合わせた安
全安心な農産物などの生産

先端技術先端技術
ICT※やロボット技術
など
※I n f o rm a t i o n   a n d  
C o m m u n i c a t i o n  
Technorogyの略。インター
ネットのような通信技術を
利用した産業やサービスな
どの総称

・水管理労力の削減
・用水量の節減

・労働時間の削減
・身体的負荷の軽減

県の主な取り組み

県で取り組む二つの実証実験と、実験に参加している方々をご紹介します

先端技術を活用した農業生産システムの開発

●効率的な飼養技術を開発する
ための超音波肉質診断

●環境モニタリング装置を活用
した栽培データの共有

●県いちご研究所で試験中の自
律分散型環境制御システム

●スマート農業とちぎ推進フェア

●スマート農業とちぎブログでの各種情報発信　
　⇒ 研修会やセミナーなどの最新情報をGET！

●とちぎスマート土地利用型農業研修会

スマート農業とちぎ 検索

←牛舎の様子をスマート
フォンで確認

ミルキングパーラー
での搾乳実習→

山口果樹園　山口 幸夫さん
　水田を管理する方々の中には高齢や多忙を理由に
水管理が困難な方が多いため､実際に使ってみること
にしました｡緻密な水管理は､手作業にはかないませ
んが､水田へ見回りに行く回数が半減し、高い効果を
感じました｡今後の導入に向け検討します。
　今後は､｢スマート農業｣とうまく付き合っていきた
いですね｡次世代の農家にも薦められるよう､幾つものメーカーから出
された装置を水田の条件に合わせて試してみたいと思います。

水管理システム
　手押し台車での収穫物の運搬は､重労働で身体的負荷が大きい作業です｡
このロボットは､収穫する人に追従しながら､収穫物を自動で運搬します。
遠隔操作も可能で、収穫時だけでなく他の重量物も運搬できます。

××

いちごに最適な環境！ タブレットで
状況を確認！

講演や展示､
情報交換など

エコーで肉質の状態を確認！

無人でトラクターが
走っているまる!

県農業大学校「ドリーム牛舎｣が完成!
　平成29年度に、乳用牛と肉用牛を一体的
に飼育できる複合型牛舎を整備｡分娩監視
システムや発情感知センサー、牛舎内カメ
ラなどの先端技術を活用して、次世代を担
う若者が畜産を学んでいます！

重い荷物の運搬を助ける！ 車両型農作業支援ロボット

　農家と技術者がタイアップしていくことで、農家
が本当に使いやすい機械が生まれていくと思い､実験
に参加しています｡ロボットを使ってみると､台車を
押す作業がないことで視野が広がり､両手が空くこと
でなしの状態を確認する作業に集中できました｡
　また､人が確認しなければならない時間のかかる作
業を､どの程度まで機械を使ってできるかに興味がありますね｡例えば､
熟度と糖度が分かる眼鏡があれば簡単に収穫しやすくなると思います。

　水稲栽培において大切な作業である水管理は、総労働時間の約3割を占
め、大きな負担となります。このシステムは､水の入り具合をスマートフォ
ンやパソコンでモニタリングしながら､遠隔または自動で制御できます。

自宅や事務所で水管理が可能に！

っています｡し
かし､県内の農
家数や農業従
事者は年々減
少しているほ
か、生産コスト
の増大など多
くの課題に直
面しています。

出典：農林業センサス

効果 効果

有限会社農業生産法人かぬま 専務取締役兼いちご課長 福田 朗さん

水位 水温

県政ラジオ番組　栃木放送｢県政インフォメーション｣月〜金7：10〜7：15、17：30〜17：35　エフエム栃木｢マロニエインフォメーション｣月〜金17：28〜17：33

　県広報課
☎028-623-2190

9/ 1：救急の日・救急医療週間
9/ 8：がん征圧月間
9/15：障害者スポーツ
9/22：とちぎの元気な森づくり
※9/29は放送休止

9/ 2：とちぎの夏バテ解消グルメを満喫！
9/ 9：身近な遊び場！県営都市公園を満喫！
9/16：とちぎのリノベーションスポットを満喫！
9/23：鹿沼で自然を満喫！
9/30：とちぎで美人旅を満喫！

知って納得！なるほどと思える栃木県の情報をお伝えします！

県広報番組県広報番組
とちぎテレビとちぎテレビ

問
再日曜9:00～9:15 　火曜19:30～19:45

とちぎ未来大使などのリポーターが栃木県の魅力を満喫します！
再月曜19:30～19:45 　木曜20:00～20:15

で放送中！で放送中！

福田知事も出演！

【
問
合
せ
】
県
農
政
課
☎
0
2
8・
6
２
３・
２２８


３

❷



0

50‚000

100‚000(戸)

39,810

H27

47,833

H22

56,016

H17

65,042

H12

71,881

H7

販売農家の推移

栃木県は､農業産出額が全国第9位と農業が盛んです｡しかし､担い
手の高齢化に伴う労働者不足など､多くの課題があります｡それら
を克服し､今後成長産業として進化する農業を実現するため､県
は、先端技術を活用した｢スマート農業｣を推進しています｡今回は
｢スマート農業｣について､県の取り組みをご紹介します｡

　栃木県は､平坦で広い農地や豊富な水資源など、生産条件
に恵まれ、米麦､園芸､畜産のバランスの良い生産構造とな

　本県農業の課題を克服する対策の一つとして、先端技術
を活用した農業｢スマート農業｣があります｡これは、ICTや
ロボット技術などを活用して品質の安定や収量の増加､省力
化等を実現する取り組みのことで､生産性の飛躍的な向上に
つながることが期待されています。

　温室内の環境や家畜の状態をリアルタイムで測定し､携帯端末での栽培や飼養管理を可
能にするなど､効率的な生産技術の開発に取り組んでいます。

　最新技術を紹介するフェアや先端技術を学ぶ研修会などを開催しています。

　県は、農業と他産業が連携しやすい環境を生かし、「スマート
農業とちぎ」として生産技術の開発と普及を推進しています。

スマート農業とちぎスマート農業とちぎ
への挑戦への挑戦

先進的な農業生産技術の普及

本県農業の現状

｢スマート農業とちぎ｣とは

スマート農業スマート農業➡➡

農業技術農業技術
・気候や土壌などに対応した
匠の技
・地域性を反映した、多種多様
でおいしい品目、品種の栽培
・消費者ニーズに合わせた安
全安心な農産物などの生産

先端技術先端技術
ICT※やロボット技術
など
※I n f o rm a t i o n   a n d  
C o m m u n i c a t i o n  
Technorogyの略。インター
ネットのような通信技術を
利用した産業やサービスな
どの総称

・水管理労力の削減
・用水量の節減

・労働時間の削減
・身体的負荷の軽減

県の主な取り組み

県で取り組む二つの実証実験と、実験に参加している方々をご紹介します

先端技術を活用した農業生産システムの開発

●効率的な飼養技術を開発する
ための超音波肉質診断

●環境モニタリング装置を活用
した栽培データの共有

●県いちご研究所で試験中の自
律分散型環境制御システム
●県いちご研究所で試験中の自
律分散型環境制御システム

●スマート農業とちぎ推進フェア●スマート農業とちぎ推進フェア

●スマート農業とちぎブログでの各種情報発信　●スマート農業とちぎブログでの各種情報発信　
　⇒ 研修会やセミナーなどの最新情報をGET！　⇒ 研修会やセミナーなどの最新情報をGET！

●とちぎスマート土地利用型農業研修会●とちぎスマート土地利用型農業研修会

スマート農業とちぎ 検索

←牛舎の様子をスマート
フォンで確認

ミルキングパーラー
での搾乳実習→

山口果樹園　山口 幸夫さん
　水田を管理する方々の中には高齢や多忙を理由に
水管理が困難な方が多いため､実際に使ってみること
にしました｡緻密な水管理は､手作業にはかないませ
んが､水田へ見回りに行く回数が半減し、高い効果を
感じました｡今後の導入に向け検討します。
　今後は､｢スマート農業｣と上手く付き合っていきた
いですね｡次世代の農家にも薦められるよう､幾つものメーカーから出
された装置を水田の条件に合わせて試してみたいと思います。

水管理システム
　手押し台車での収穫物の運搬は､重労働で身体的負荷が大きい作業です｡
このロボットは､収穫する人に追従しながら､収穫物を自動で運搬します。
遠隔操作も可能で、収穫時だけでなく他の重量物も運搬できます。

××

いちごに最適な環境！ タブレットで
状況を確認！

講演や展示､
情報交換など

エコーで肉質の状態を確認！

無人でトラクターが
走っているまる!

県農業大学校「ドリーム牛舎｣が完成!
　平成29年度に、乳用牛と肉用牛を一体的
に飼育できる複合型牛舎を整備｡分娩監視
システムや発情感知センサー、牛舎内カメ
ラなどの先端技術を活用して、次世代を担
う若者が畜産を学んでいます！

重い荷物の運搬を助ける！ 車両型農作業支援ロボット

　農家と技術者がタイアップしていくことで、農家
が本当に使いやすい機械が生まれていくと思い､実験
に参加しています｡ロボットを使ってみると､台車を
押す作業がないことで視野が広がり､両手が空くこと
でなしの状態を確認する作業に集中できました｡
　また､人が確認しなければならない時間のかかる作
業を､どの程度まで機械を使ってできるかに興味がありますね｡例えば､
熟度と糖度が分かる眼鏡があれば簡単に収穫しやすくなると思います。

　水稲栽培において大切な作業である水管理は、総労働時間の約3割を占
め、大きな負担となります。このシステムは､水の入り具合をスマートフォ
ンやパソコンでモニタリングしながら､遠隔または自動で制御できます。

自宅や事務所で水管理が可能に！

っています｡し
かし､県内の農
家数や農業従
事者は年々減
少しているほ
か、生産コスト
の増大など多
くの課題に直
面しています。

出典：農林業センサス

効果 効果

有限会社農業生産法人かぬま 専務取締役兼いちご課長 福田 朗さん

水位 水温

栃木県ホームページの新着情報や報道発表情報をtwitter（ツイッター）で配信中。アカウント「@pref_tochigi」（表示名「栃木県広報課」）で県の最新情報をチェック！！

各種試験のお知らせ
※いずれも申込方法などは問い合わせを
◎採石業務管理者試験
●試験日：10/11（金）料8,000円●申込期
間：9/9（月）〜25（水）
問県工業振興課☎︎028-623-3197
◎県立学校職員選考試験
●試験日：10/26（土）、27（日）●採用予
定：実習助手（理科、農業、工業）●申込
期間：9/20（金）〜27（金）
問県高校教育課028-623-3396
◎危険物取扱者試験
●試験日：11/10（日）料甲種：6,500円、
乙種：4,500円、丙種3,600円●申込期間：
9/9（月）〜20（金）
問消防試験研究センター栃木県支部
☎︎028-624-1022

◎栃木県土地開発公社・栃木県道路公
社職員採用試験
●試験日：11/10（日）●採用予定：土木
職2名、事務職1名�〆10/11（金）
問栃木県土地開発公社総務部☎︎028-622-0466

知事と語ろう！とちぎ元気フォーラム
参加者募集�
［in日光］●10/5（土）午後1時30分〜●日
光市役所�〆9/20（金）
［in下野］●10/12（土）午後1時30分〜●下
野市役所�〆9/27（金）
※いずれも●対象：県内に在住・通勤・
通学する方定100名（抽選）●応募方法：
住所、氏名、年齢、性別、電話番号、職業

（学校名）、託児・手話通訳・要約筆記希望
の有無をFAX（028-623-2160）・はがき・
Eメール（kocho@pref.tochigi.lg.jp）で
問〒320-8501県広報課☎︎028-623-2158

エコ通勤week（10/15（火）〜21（月））
参加事業所募集
●期間中、通勤時のマイカー利用を控
え、鉄道・バス等の公共交通や自転車・
徒歩・相乗り等による通勤に取り組んで
いただける事業所を募集●対象：県内
に所在する事業所�〆9/20（金）●応募方
法などは問い合わせを
問県交通政策課☎︎028-623-2187

JICA海外協力隊募集
●自身の
知識や経
験等を生
かして、途
上国の課題解決に協力●対象：日本国籍
を有する20〜69歳の方�〆9/29（日）●応
募方法などは問い合わせを
問県国際課☎︎028-623-2194

s健康づくり体験談の募集
●自分の健康管理のために行っている
健康法とその効果に関する体験談を募
集●対象：後期高齢者医療制度に加入し
ている本県の被保険者�〆9/30（月）●応
募方法などは問い合わせを
問栃木県後期高齢者医療広域連合
☎︎028-627-6805

作品募集
※いずれも応募方法などは問い合わせを
◎北方領土に関する標語・ポスター
●対象：どなたでも�〆9/30（月）
問県国際課☎︎028-623-2194
◎山火事予防のポスター用原画・標語
●対象：［原画］中・高校生［標語］どなた
でも�〆9/30（月）
問日本森林林業振興会☎03-3816-2471

障害者雇用推進トップセミナー�  
●9/13（金）午後1時30分〜4時●県庁研
修館4階講堂●対象：企業の経営者・人
事担当者など障害者雇用に関心のある
方定100名（先着）料無料�〆9/10（火）●申
込方法などは問い合わせを
問県労働政策課☎︎028-623-3224

とちぎ女性・高齢者等新規就業支援
事業企業セミナー（県南地区）�
●9/13（金）：小山市立中央公民館�〆9/6

（金）●10/7（月）：栃木市役所�〆9/30（月）
※いずれも午後1時30分〜4時定80名

（先着）料無料●詳しくは問い合わせを
問県労働政策課☎︎028-623-3224

県央産業技術専門校「産技大祭」�
●9/14（土）午 前10
時〜午後3時●も
のづくり体験教室、
模擬店など●当日
直接会場へ
問同校（宇都宮市）☎︎028-689-6374

プロから学ぶ｢後悔しない！｣中古住宅
の選び方講習会�
●9/17（火）午後2時〜4時●県庁本館6
階大会議室1●既存住宅の建物状況調査
制度や既存住宅瑕

か

疵
し

保険制度などにつ
いて解説する講習会定60名（先着）料無
料●電話で申し込みを
問県住宅課☎︎028-623-2483

2019とちぎ動物愛護フェスティバル 
◎イベント
●9/23（月・祝）午前10時〜午後3時●オ
リオンスクエア（宇都宮市）●盲導犬、
警察犬&災害救助犬デモンストレーシ
ョン、動物ふれあい広場、1日獣医さん
体験など●当日直接会場へ
◎記念講演
●9/23（月・祝）午前
11時〜正午●宇都
宮市中央生涯学習
センター●内容：犬
を「飼う」時代から、
犬と「暮らす」時代
へ料無料●電話で申し込みを
問動物愛護指導センター☎︎028-684-5458

子どもゆめ基金説明会�
●9/23（月・祝）午後1時〜3時●小山市立
中央図書館●子どもゆめ基金の制度や
助成金の申請の流れについての説明会
●対象：公益・一般財団（社団）法人、NPO
法人など定30名（抽選）料無料�〆9/18（水）
●申込方法などは問い合わせを
問国立那須甲子青少年自然の家
☎︎0248-36-2331

男女共同参画セミナー公開講座�
●9/26（木）午後1時30分〜3時30分●宇
都宮大学峰5B11教室●ジェンダーはビ
ジネスの新教養〜メディアが発するジェ
ンダー問題を考えよう〜定150名（先着）
料無料�〆9/25（水）●電話で申し込みを
問とちぎ男女共同参画センター☎︎028-665-8323

「盲ろう者のサポートの仕方について」
講演会�
●9/29（日）午後1時〜3時●宇都宮市総
合福祉センター 定 80名（先着）料無料 
�〆9/20（金）●電話で申し込みを
問栃木県視覚障害者福祉協会
☎︎028-625-4990

栃木県立がんセンター公開Dayメディ
カルフェスタ2019�
●10/5（土）午前10時〜午後3時30分●医
療現場見学や各種体験、相談会、講演会
など料無料●当日直接会場へ
問同センターがん相談支援センター

（宇都宮市）☎︎028-658-6484

プレゼンテーションスキル向上セミナー�
●10/5（土）、26（土）午後1時〜4時●と
ちぎ産業交流センター（宇都宮市）●対
象：両日参加でき、創業して間もない方
など定5名（先着）料5,000円●申込方法
などは問い合わせを
問栃木県産業振興センター☎︎028-670-2607

バスで行く障害のある方のための社会見学
●10/28（月）●仙台うみの杜水族館の見
学と松島語り部クルーズの体験●対象：
県内在住で身体障害者手帳をお持ちの方
定35名料8,500円�〆9/6

（金）●申込方法など
は問い合わせを
問栃木県身体障害者福祉会連合会
☎︎028-624-8408
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栃木県LINE公式アカウントのご案内
●県LINE公式アカウント

（IDは＠pref_tochigi）
による県政情報の配信を
9/6（金）から開始●友だ
ち追加してください
問県広報課☎︎028-623-2192

消費者ホットライン188のご案内
●消費者トラブルについて専門の相談員
が解決を支援☎︎188（全国共通）●「泣き寝
入りは188（いやや）!」で覚えてください
問県くらし安全安心課☎︎028-623-2135

2019年全国家計構造調査にご協力を
●家計における消費、所得、資産および
負債の実態を総合的に把握するための
調査●対象となった世帯には、調査員が
訪問しますので、ご協力をお願いします
問県統計課☎︎028-623-2245

秋の交通安全県民総ぐるみ運動
9/21（土）〜30（月）  
●交通ルールを守り、正しい交通マナー
を実践して交通事故を防止しましょう
問県くらし安全安心課☎︎028-623-2185

COOL CHOICE とちぎチャレンジ！2019
●8/1以降に県内の販売店で対象の省エ
ネ家電等に買い換えて応募した方にさ
まざまな景品を抽選で贈呈●対象：県内
に在住・通勤・通学する方�〆9/30（月）
●詳しくは
問県地球温暖化対策課☎︎028-623-3297

保育のお仕事 スタート講座�
●保育施設見学や保育に関する知識、技
術を再確認するための講座●9/6（金）
午前10時〜午後2時30分：栃木第五地区
コミュニティセンター（栃木市）●10/15

（火）午前10時〜午後2時30分：大田原西
地区公民館
※いずれも●対象：保育職を希望する方
定20名（先着）料無料●電話で申し込みを
問とちぎ保育士・保育所支援センター
☎︎028-307-4194

福祉･介護関連イベントのご案内
◎福祉･介護職スタート講座
●福祉・介護職について理解を深めるた
めの講座●9/11（水）午前10時〜午後3
時：グッドエイジクラブ宇都宮●9/26

（木）午前10時〜正午：おおたわら風花苑
※いずれも●対象：福祉・介護職を希望する
方定10名（先着）料無料●電話で申し込みを

◎福祉のお仕事就職フェア
●求人事業所
の採用担当者
との合同相談
会や相談コー
ナー
［県東エリア］●9/14（土）午後1時〜3時
30分●真岡商工会議所
［県南エリア］●10/5（土）午後1時〜3時
30分●栃木文化会館（栃木市）
※いずれも●対象：福祉職を希望する方

（高校生を除く）料無料●当日直接会場へ
問栃木県社会福祉協議会  福祉人材・研
修センター☎︎028-643-5622

2019とちぎ障害者合同就職面接会�
●県内での就職を希望する障害のある
方を対象にした面接会①9/20（金）：栃木
商工会議所（栃木市）②9/27（金）：ホテル
東 日 本 宇 都 宮 ③10/3

（木）：カシマウェディン
グリゾート（大田原市）
※いずれも●午後1時
〜4時料無料●電話で
申し込みを
問①ハローワーク小山☎︎0285-22-1524
②ハローワーク宇都宮☎︎028-638-0369
③ハローワーク矢板☎︎0287-43-0121

オークション形式による合同公売会�
●9/25（水）午後1時30分〜（下見会およ
び受付：午前11時〜午後1時）●県河内
庁舎本館5階大会議室●県と宇都宮市が
地方税の滞納により差し押さえた物品
を売却する公売会※出品中止の場合あ
り●詳しくは県ホームページで確認を
問宇都宮県税事務所☎︎028-626-3171

身体障害者巡回相談�
●肢体に障害のある方の補装具・医療・
生活相談①10/2（水）：芳賀町保健セン
ター�〆9/25（水）②10/10（木)：安足健康
福祉センター（足利市）�〆10/3（木）
※いずれも午後2時～4時定 5名（先着）
料無料●各市町の障害福祉担当課へ電
話で申し込みを
問障害者総合相談所☎028-623-7010

保育のお仕事エリア別就職フェア
（県南エリア）�
●10/5（土）午後1時〜3時30分●栃木文
化会館（栃木市）●保育施設等との合同
相談会や相談コーナー●対象：保育職
を希望する方料無料●託児あり（要予
約�〆9/28（土））●当日直接会場へ
問とちぎ保育士・保育所支援センター
☎︎028-307-4194

案　　　内案　　　内

催し・講座催し・講座

料受験・参加料金	 身障者用駐車場
定定員	 身障者用トイレ
〆応募・申込締切	 オストメイト対応トイレ
問問い合わせ・申し込み先	 託児サービス

とちぎチャレンジ 2019 検索

講師：松本秀樹氏

友だち追加はこちら



栃木県の旬な話題やお出かけ情報、プレゼントコーナーなど情報満載の栃木県メールマガジン「“ベリーグッドローカルとちぎ”元気発信メール」読者募集中！登録は、とちぎメール

9/15（日）〜21（土）は老人週間
県立文化施設を無料開放します

　

この広報紙は、古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています○県民だよりの発行経費の一部に充てるため広告を掲載しています。広告の内容については、広告主にお問い合わせください 環境にやさしい大豆油インキを使用しています

❹

　ちょっぴり泣き虫
な5歳の女の子、ノ
ゾミちゃん。お洒落
でキザな望遠鏡の
エンくんと一緒に、
星の世界に旅立ち
ます。季節の星空紹
介とともにお楽し
みください。
●9/7（土）〜R2/3/1（日）●休館日は問
い合わせを
問同館（宇都宮市）☎︎028-659-5555

●対象：県内在住の65歳以上の方●実
施施設：県立美術館､県立博物館､とち
ぎ花センター､なかがわ水遊園､とちぎ
明治の森記念館、井頭公園花ちょう遊
館、日光田母沢御用邸記念公園本邸､日
光自然博物館、英国大使館別荘記念公
園、イタリア大使館別荘記念公園●窓
口で､住所と年齢（生年月日）の分かる
身分証明書等を提示してください●休
館日は各施設に問い合わせを
問県高齢対策課☎028-623-3048

プラネタリウム年少向け番組
｢すてきなぼうえんきょう｣

●テント泊やカニ釣りなどの体験活動
●10/12（土）〜13（日）1泊2日●対象：県内
在住の小学生以上 定15組（1組6名まで、
抽選）料大人4,900円（高校生以下は学年
により異なります） 〆9/9（月）

　若者の○○離れ（車・酒等を必要としない）が話題となっ

ている｡また､室内が臭くなるので魚は焼かない｡そもそも

料理をしないので包丁､まな板がないといった家庭も増え

ている｡

　ところで､冷夏と思いきや猛暑となった今年も9月とな

り､｢暑さ寒さも彼岸まで｣の秋をいよいよ迎える｡

　仏前､神前で手を合わせる方も多いと思う｡

　初（新）盆や彼岸でごあいさつにお伺いして気付くことは、

安全性や灰が飛ばない等考慮し､線香が短い物に替わり､

ローソクを電球にする家が徐々に増えていることだ｡

　市町や地域の風物詩として花火大会や､盆踊り､神社の

祭りなど楽しまれた方も多いと思う｡実行委員の皆様のお

骨折りに敬意と感謝を申し上げたい｡

　少子化や超高齢社会の時代を迎えて､個々の生活様式に

変化が見られても､心のよりどころでもある地域の伝統文

化は､県民みんなの協力で何とか残していきたい｡

〜生活様式と地域文化〜

回第 136 知事コラム

雨巻山登山
芳賀青年の家（益子町）� ☎0285-72-2273
●雨

あま

巻
まき

山
さん

などの芳賀郡を代表する名山に
登って、益子の山並みを満喫
●11/2（土）午前9時〜午後3時●対象：体
力に自信のある大人の方（小学5年生〜
高校生は保護者同伴で参加可）定 30名
（先着）料300円 〆10/5（土）

森の集い｢ツリークライミングin県民の森」
県民の森管理事務所（矢板市）☎0287-43-0479

カニ釣りわくわくキャンプ
とちぎ海浜自然の家（茨城県鉾田市）�

 ☎0291-37-4004

●大自然の中でツリークライミング体験
●9/28（土）①午前9時45分〜11時30分②
午前11時30分〜午後1時15分③午後1時30�
分〜3時15分●対象：県内在住の小学生以上
定各回10名（先着）料1,500円 〆9/13（金）

　｢とちぎ県民だより｣へのご感想を
お寄せくださった方の中から抽選で
5名の方に、県産材を使用した｢とち
まるくんコースター､ヒノキしゃも
じ（とちまるくんの焼き印入り）」を
差し上げます。
　はがきに、郵便番号・住所・氏名・
年齢・感想を記入の上、次の宛先まで
お送りください｡［締切：9/20（金）必
着］※10月上旬発送予定

〒320-8501 栃木県広報課
｢とちぎ県民だより｣係

プレゼントコーナー!

　栃木県を代表する特産品の一つ「かんぴょう」。
かんぴょう巻きやちらし寿司の具としておなじみ
ですが、なんと国内産かんぴょうの生産量約99�
パーセントを栃木県産が占めています。
　そもそも「干

かん

瓢
ぴょう

」は、
7月から8月が収穫期
となるユウガオの果
実「瓢

ふくべ

」から作られて
います。これを機械な
どでひも状にむき、の
れんのようにつるして干し、乾燥させて完成とな
ります。かんぴょうを干す風景は、とちぎの夏の風
物詩の一つといえます。
　栃木県での生産の歴史は古く、約300年前、壬生
藩（現在の壬生町）藩主の鳥井忠

ただ

英
てる

が、前任地であ
る現在の滋賀県甲

こう

賀
か

市からユウガオの種を取り
寄せ、生産を奨励したことが始まりといわれていま
す。そして、水はけの良い土壌、夏季に降水が多いと

いった風土がユウガオの成長に適していたことか
ら、この地に生産が定着したと考えられています。
　現在では、主に下野市、壬生町、上三川町、小山市
で生産が盛んです。産地ではかんぴょうを使った
商品が生まれており、餃子やパン、お菓子など、そ
の用途はさまざま。各市町のブランド商品として
認定されています。
　また、かんぴょうは、食物
繊維、鉄分、カルシウム、カ
リウムなどが豊富に含ま
れた食品です。中でも食
物繊維は、腸内環境を正
常に整える作用のほか、
糖尿病などの生活習慣病に対して予防・改善効果
が期待されています。さらに、かんぴょうは低カ
ロリーなので、ダイエット効果も期待できます。
　とちぎで脈々と受け継がれてきた、かんぴょう。
ぜひ皆さんもお召し上がりください。

栃木県本庁舎からのお知らせ
◎ マロニエ県庁コンサート
　〜第1水曜日はマロコンの日♪〜
●9/4（水）午後0時10分〜50分●本館
1階県民ロビー●柊

しゅう

美
び

会
かい

の皆さんに
よる琴のコンサート

文化通信文化通信

木県子 総総栃 ども 学館合科木県栃 子ども 合科学館

ハンガリー語でおもてなし！ハンガリー語でおもてなし！

●どういたしまして
　Szívesen（スィーヴェシェン）
●さようなら
　Viszontlátásra
　　    （ヴィソントラーターシュラ）

●どういたしまして
　Szívesen（スィーヴェシェン）
●さようなら
　Viszontlátásra
　　    （ヴィソントラーターシュラ）

①第358回通常会議
 9/18（水）：本会議（開議､議案上程）
 9/20（金）､25（水）､26（木）
　　 　　：本会議（質疑・質問）
 9/30（月）：常任委員会
10/ 4（金）：予算特別委員会（総括質疑）
10/ 7（月）：常任委員会
10/ 9（水）：本会議（採決､散会）
※いずれも午前10時開始予定。なお、日
程は変更となる場合があります
②県議会傍聴
　本会議や委員会はどなたでも傍聴で
きます。
※本会議は先着順に受け付け。委員会
は開会15分前までに受け付けを行い、
定員を超えた場合は抽選
問県議会事務局
①議事課☎028-623-3761
②総務課☎028-623-3753

県議会からのお知らせ

●世界中の木の実･果実が大集合
●10/27（日）まで※鑑賞大温室入館料：大人
400円（10月以降410円）､子ども200円

世界の木の実･果実展
とちぎ花センター（栃木市）�

☎0282-55-5775

●ハイキングやカレー作りなどに挑戦
●11/2(土)〜3(日･祝)1泊2日●対象：小
学3〜6年生 定 25名(抽選）料4,000円●申
込期間：9/17(火)〜30(月)

踏破だ太平山
太平少年自然の家（栃木市）

☎0282-24-8551

天日干しの様子

かんぴょうご飯

とちぎが生産量日本一！


